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1 は じ め に

養蚕の生産性を向上させることは従来からの大きな課題

であり,育蚕面において基本となるものは,やはり優れた

蚕品種を開発,利用することである。求められる特性とし

て繭重が重く,収繭量が多く,生糸量歩合の優れた蚕品種

を望む声が高まっていたところ,1985年 H月春蚕用蚕品種

として『 日02号 ×中02号』 (愛称 :翔萌,以下翔萌とい

う)が指定されて, 
｀
近年まれにみる大型品種

″
と称賛さ

れ,超多糸量系蚕品種として紹介されている2,0。

そこで翔萌の本県における適応性を見るとともに,繭生

産効率と収益性について検討した。

2試 験 方 法

1988年春蚕期に試験品種を翔萌,対照品種を太平×長安

として、 1～ 3齢を桑による稚蚕飼育,4～ 5齢を移動蚕
座による1段条桑育とし,飼育試験,繭質 ,繰糸調査及び

10α 当りの収益性比較を行った。

供試頭数は各品種5,000頭で, 1日 2回給桑とし,給桑

量は本県の飼育標準表に従った。また5齢 4日 目に 1度除

沙を行い,上荻は回転族を用い条払い自然上族で行い,う

ろつき蚕はビニール製族器に収容した。 4～ 5齢飼育温湿

度は220℃ ,79%で [族期間は204℃ ,72%で あった。蚕

座面積は対照品種が 1箱当り162″ ,翔萌はそれより14%

広い184″とした。

3 結果及び考察

(1)飼育

翔萌は対照品種に対し稚蚕飼育期間,4齢期ともほぼ経
過は同じであったが 5齢経過で約半日長く,そ の結果 4・

5齢の給桑量も翔萌の方が若干多くなった。

掃立～結繭までの翔萌の化蛹歩合は対照品種に比較して

10%も 劣った。この要因として翔萌の蚕体重増加の推移は

5齢中期から急激に増加するとともに虫体も増大し,除沙

や給桑時において条桑に挟まれたり,堆積した蚕座の中に

もぐりこみ抜け出せないで減蚕になったものや,上族時の

生理的な吐糸不能蚕の発生が要因と思われた。

また今回は発生しなかったが,1987年春に飼育した結果

では,吊 した族器からうろつき蚕が落下したところ,コ ン

クリートの床に落ちた衝撃で皮膚が破れ,内部から繭糸腺

がはみ出ている個体を多く観察した。その時も化蛹歩合は

対照品種より約 5%低い結果であった。
(2)繭糸質

まず繭重は219夕 と対照品種より22%と かなり重かった

が,化蛹歩合が低かったため 2万頭収繭量では10%の増加

にとどまった。また繭層重,繭層歩合とも対照品種を上回っ

たが,特に繭層重は61 0cgと 38%も上回った。

次に繰糸成績は,繭糸長,繭糸量とも約25%ほ ど上回っ

た。繭糸繊度にはほとんど差が見られなかった。一方解しょ

率は66%と対照品種より20%も劣った。しかし生糸量歩合

では2020%と 06%ほ ど高く,翔萌の計量形質は鈴木・

広りIド )の結果とはぼ同じく,総 じて従来の蚕品種より勝る

ことが確認された。更に解じょ率を向 ヒさせるため L晨環

境の良化が重要と思われた。

13)繭生産効率と収益性

翔萌と太平×長安の春蚕期における10′ 当りの収繭量と

繭単価及び所得額等について検討した。積算に当っての条

件設定は「第 2次
｀
新いわて農業

″
確立計画の生産技術体

系を作成する際に設定した,複合型体系・ 岩手県南 1型

(桑園面積 100α ,全面積密植機械化桑園,パインダー

収穫体系,基幹労働力 1人 ,年間 5回飼育体系,掃立箱数

480箱,10σ 当り目標収繭量1642々 g)を 基準に,そ の桑

園面積100α のうち夏切り桑園面積35α の10α 当り桑収穫

量 (新梢量)18857的 (春蚕期収穫分)よ り算出した数値

で比較検討した。

翔萌の新梢100カタ当り収繭量は506カタと対照
『
1種より6

%多 く,繭層生産効率,生糸生産効率も14%,9%と それ
ぞれ高い結果が得られ,優れた/」‐産性を持つ品種と言うこ

とができる。河端ら1)は 4・ 5齢給桑量を標準量より節減

して給与すると繭重はやや軽くなるものの,食下率が向上

するので節減した給桑量割合より繭重の減少害1合 は少な

く,給桑経済の効果が現れるとしている。この場合対照品

種にとっては標準給桑量であっても,食桑能力の高い翔萌

は給桑経済と同じ効果が現れ繭牛産効率が向上したものと

思われた。また繰糸成績から繭単価を計算すると対照品種

が 2千308円 90銭に対しpll萌 は 2千402円 58銭 と4%高 く,
このことから新梢100ん9よ り生産される繭の販売額では10

%も上回った。

次に春蚕期収葉量1,885し夕で飼育可能な箱数は対照品

種が29箱 に対し翔萌は28箱となり10α 当り収繭量は対
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表 1 超多糸量系蚕品種「翔萌」の繭4摩効率と収益性

注.条件設定 桑園面積 :10α

桑収葉量 :1,8857″

総標準掛日 :11,634掛

飼育方法 :条桑育,幼若ホルモン無使用

1)

2)

3)

4)

照品種900カタ,翔萌955た ,と 6%多 くなりこれに繭単価を  解じょ率では劣っていた。しかし生糸量歩合でも対照品種
掛けた繭販売額では対照品種に比べ約 2万 2千円,率で10  より上回る成績を示しており,従来の蚕品種より計量形質
%多かった。                      が勝ると思われた。

また繭生産費は飼育箱数が少ないことから蚕種代,稚蚕
飼育費,農薬費等で2,491円 安く済み,所得額では対照品
種に比べ 2万 4千円余り,率で24%多い124,206円 となり,
所得率も対照 ili種が482%な のに対し541%と非常に高収
益性の蚕品種であることが実証された。

今後の課題として,翔萌は掃立～結繭までの減蚕歩合が
かなり多いことが挙げられる。蚕体重が対照品種より10%
重く,虫体が大型であることから,湿気や蒸れに対する抵
抗性が劣っているとも考えられ,蚕座面積の適正化.蚕座
内環境の良化に努めることが肝要と思われる。

4 ま  と  め

超多糸量系蚕品種『翔萌』は対照品種の太平×長安に比
べ,化蛹歩合で劣っていたが,繭質では繭重,繭層重で上
回った。一方繰糸成績でも繭糸長,繭糸量とも上回ったが ,

10α 当り所得額は対照品種に比較して24%多い124,2116

円となり,所得率も482%に対し541%と 非常に高収益性
の蚕品種であることが実証された。
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